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There is an increasing recognition that large enterprises have an 
impact on human life. Peter Ulrich insists that market economies 
should be re-oriented towards life-conductiveness in a well-
ordered society of free and equal citizens. Necessary for a well-
ordered society and an ethical and just life-conductive economy 
are responsible individual economic actors (a person or a business 
ﬁrm), and a state that decides political principles framework of 
market and general public.
The purpose of this paper is to address the debate on proﬁt 









Profit Principle and Business Ethics:




























1 ）企業家の行為動機としての利潤追求　 2 ）企業家の道徳的義務としての利
潤志向　 3 ）システムとして決定された客観的情勢による強制としての利潤志













































































































































（Steinmann / Loehr, 1994, S. 107）」を利潤原理に適用し、「利潤の最大化は、
倫理的な正しさの推定のもとで供給される場合は、適した制度的フレームワー



































































































































































































































判的検査であり、利潤の追求を越える優先権を提供する（Ulrich, 1998, S. 
415）」。このような考え方は、「利潤の最大化は企業を共和主義の一部として理



































からである（Ulrich, 1998, S. 418）」とウルリッヒは指摘している。「一定の状
況において倫理的要求を考慮に入れることは道理にかなっているとされてい
る。このようにして倫理は、長期的な経済的視点から、経営または優良投資の
道具へと転換されている（Ulrich, 1998, S. 418）」。ここでは、倫理的格律では
なく、ある種の戦略がテーマとされており、そのような戦略に関しては以下の













































































































定した（Ulrich, 1998, S. 425）」と指摘している。シュタインマンとレーアは
「この点で、倫理的配慮は、体制レベルだけでなく企業レベルにおいても、利
潤原理より組織的に優先されている（Steinmann / Loehr, 1992, S. 107）」と結
論づけているが、「これは利潤原理にはほとんど適合しないものである
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